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1　は　じ　め　に

岩手県の冬春期野菜の一つとして，ニラの作付面積が沿

岸及び県南部を中心に増加傾向にある。その栽培法もパイ

プハウス内にトンネルを併用した保温方法で，2－4月に

かけて収穫する作型が大半である。

しかし，栽培的には全般に収量が低く，病害多発等によ

る品質低下が問題となっている。この原因としては，水田

転作で導入された圃場も多く，排水不良などによる生育低

下や病害の多発，そして一部に休眠生理を無視した作型の

導入等があげられる。したがって冬春どりニラの生産安定

化を図るためには土壌条件や栽培管理技術の改善など検討

すべき問題も多いが，ここではその一つとして，植付様式

と品質収量の関係について検討したものである。

その結果，植付様式の違いが冬春どりニラの生産力に大き

く影智することが判明したので，その概要について報告する0

2　試　験　方　法

本試験に使用したパイプハウスの間口の広さは5．4桝であ

るが，栽植様式はいずれの処理区でも畝幅180C臍（ベッド幅

120〝）とし，慣行の扶植区は株当たり植付本数8本，株間

独職の3粂値とした。これに対し，すじ植区は珠間2，5亡椚当

表l　品質・収量（グリーンベルト）
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たり1本の並木植とし，植付集散を3条から6条まで設定し

検討した。

供試品種は「グリーンベルト」を用い，昭和56年3月15日

には種し，同年6月16日に定植した。また参考まで植付様式

と品種間の関係を知ろうとして，「たいりょうニラ」の2年

株を56年に掘り上げ株分けし，慣行の扶植3粂区．すじ植

3粂臥　すじ植4条区を設定し換討した。

収穫回数は1年目（保温開始，昭和56年12月9日）は2回

刈，2年目（同，58年1月16日），3年目（同，58年12月26

日）は3回刈とした。

脚巴鼻は定植時に基肥として，α当たり堆肥400匂，N，

P205，鮎0とも2．4ゆ施用し，2年目以降は同成分量

を春と秋に分施した。

冬期間におけるニラの保温方法はパイプハウス内にトンネ

ルを設置し，夜間はポリフイルムと保温マットの併用で保温

を図った。

3　試験結果及び考察

慣行の株植3粂区と面積当たり同数の植付本数になるすじ

植3粂区との収量比較では，収穫初年目ですじ植区が5％多

く，3か年の累計収量でも10％程度まさり，すじ植方式の増

収勒巣は顕著であった。品質的にもすじ櫓は調整率がややま

処　　 理　　 区

収量 （1．8 〝′当 り） 一 茎 垂 蒜 当呈 収量 比 調整 率 上 物 率

は I 物 事　 （射 （％）
茎 数 千 g　 調 整 重　　　　は I

57

① 扶　 植 3 粂 1，14 4　 3，9 2 0　 3．16 8 2．8　　 1 76　　 1 0 0　　 80．8　　　 －

② す じ植 3 粂 1，26 3　 3，9 60　 3．3 2 1 2．6　　 1 8 5　　 1 0 5　　 8 3．9　　　 －

⑨ す じ植 4 条 1 3 30　 4 2 1 7　 3 4 7 9 2．6　　 19 3　　 11 0　　 8 2．5　　　 －

年 ④ す じ植 5 条 1，5 26　 4，4 0 1　 3，6 99 2．4　　 2 0 5　　 1 17　　 糾．1

⑥ す じ植 6 粂

① 株 植 3 粂

1．7 86　 4，7 4 8　 3，9 8 3 2．2　　 22 1　 12 6　　 8 3．9　　　 －

5 8

2．03 8　 7，2 6 0　 5．9 2 2 2．＄　　 3 2 9　　 10 0　　 8 5．2　　 8 3．2

② す じ植 3 条 2，5 2 9　 8，2も5　 7．1 1 7 3，0　　 3 95　 1 20　　 8 5．8　　 9 0・3

⑨ す じ植 4 条 2 8 30　 8 26 0　 7 3 17 2 6　　 40 6　　 12 4　　 銅 ．4　　 9 0．3

年 （》す じ植 5 粂 2．6 6 3　 7．9 70　 6，9 4 4 2，6　　 3 86　 1 17　　 8 6．7　　 ＄8・0

⑤ す じ植 6 粂

① 扶 植 3 条

2，7 4 3　 7．63 5　 6．5 54 2．4　　 3 64　 1 1 1　 8 5．6　　 8 6・0

5 9

2．95 5　 5，9 39　 5．2 05 1．8　　 28 9　　 1 0 0　　 8 7．6　　 7 8．0

② す じ植 3 粂 3，17 6　 6．4 2 4　 5，6 9 0 1．8　　 3 1 6　　 1 09　　 8 8．6　　 8 3．3

3 す じ　 4 粂 3 9 07　 7 （〉6 8　 6 67 0 1．7　　 3 6 5　 1 2 8　　 8 7．0　　 7 9．1

年 ◎ す じ植 5 粂 3．耶 6　 7．9 3 1　 6．8 3 0 1．7　　 3 6 3　　 12 5　　 8 6．1　 78．3

⑥ す じ植 6 条 3，4 4 3　 6．8 1 4　 5．9 2 0 1．7　　 32 9　　 1 14　　 8 6．9　　 6 8．0

注。調整率＝響×100　上物率＝
茎
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さり，上物率でも5～6％程度まさるなど良い結果を示した。

なお本試験におけるニラの収穫方法は，葉長が30（瀧に遷した

時点で一斉収穫とし，彙長20付，彙幅0．6伽以下のものは収

量から除外した。

次に同じすじ植方式での3粂～6条までの植付粂数間の比

較では，収穫では，収穫初年目は密穂の多粂区はど収量が高

く，6集権区は3集積区より20％も増収した。しかし。収穫

2年目以降はむしろ4条穂区がまさり，3か年の累計収量で

は，同区は6条植区より6％，3集権区よりそれぞれ8％，

2川とまさり最も収量が高かった。

収穫初年目に収量が高かった6集権区，5条植区は収穫2

年目以降は葉幅等も狭くなり，調整率や上物率が低下し，し

かも病害（自斑症状）の発生程度も高いなど，密楢による弊

害がみられた。

慣行株植方式に比較し，すじ椿による増収要因は，特に茎

数の増加に現われており，植付本数が同じであるすじ植3灸

区との比較では，3か年の累計茎数ですじ植方式が13．5％も

多かった。このことはすじ植により根域が広がり，これにと

0

0
0
0
0
0

′
0
4
（
ノ
ー

収
量
（
卸
／
a
）

①
株
植
3
条

②
す
じ
楕
3
条

③
す
じ
穂
－
条

④
す
じ
植
～
条

図1　3か年の累計収量
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もない株張りがすぐれ茎数が増加したものと判断された。し

かしすじ植方式でも，密穂となる5条，6集積では収樺2年

目以降茎数の増加割合も低下し品質，収量が劣ってくること

から4集権（条間3助）程度に連載椿密度が認められた。

なお「たいりょうニラ」の結果については，2年株を掘り

上げ株分けし，所定の様式に植付けたため植傷み等もあり

全般に収穫2年目以降の減収程度が大きかった。しかし植

付様式と品質，収量の関係ははば「グリーンベルト」の結

果と一致し，この品種でも粂間30（聯程度のすじ植4条でよ

いものと判断された。

表2　収量（たいりょうニラ）

処　　 理　　 区

収量 （1．8 Iガ）当 り 一 拍 蒜 当主 収 1 比

け I ㈲

茎 数 ㌔ 量 調整 重　　　　け〉

5 7
①株 ． 植 3 条 1．1 26　 13 ，1 13 11．1 15 9．9　　 6 18　　 1 00

年 （診す じ植 3 条
1．35 4　 13．0 23 11，5 65 8．5　　 6 4 3　　 1 04

◎ す じ植 4 条 1．5 99　 16．6 5 0 14．7‘0 9．3　　　 8 2 0　　 1 33

5 8
（》珠 株植 3 粂 8叫　　 8．6 9 0　 7，9 10 9．2　　　 43 9　　 10 0

年 ② す じ植 3 粂
1．18 2　 9．6 0 0　 8．70 0 7．4　　　 4 8 4　　 1 10

⑧ す じ檎 4 灸 1．28 8　 1 1，3 70 10．23 0 7．9　　　 5 88　　 1 29

5 9
G ）扶　 植 3 灸 1．2 4 2　　 5．3 8 3　 4．錮 0 3．9　　　 2 7 1　　 10 0

年 （診す じ植 3 条
1．12 6　　 5．0 47　 4．山川 4．0　　　 2 4 9　　　 9 2

（診す じ植 4 条 1．5 b 3　　 6．8 30　 ‘．17 0 3．9　　　 3 4 3　　 1 27
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図3　3か年の累計収量

4　ま　　と　　め

冬春どりニラの生産力向上を図るため，植付様式につい

て検討した。その結果，従来の株植方式に比べすじ植方式

は茎数増加にともなう増収効果が顕著であった。

このすじ植方式の載積様式は粂間30（聯程度で株間2～3

用の並木穂でまさったが，間口5．4桝のパイプハウスの場

合，180‘職の畝幅（ベッド幅120（職）に4集権となる。こ

れより狭い条間では収種2年目以降の品質，収量の低下が

みられた。

なおこの傾向は生育タイプの逢うニラの品種「グリーン

ベルト」「たいりょうニラ」とも同様の結果であった。
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